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荻原眞子（千葉大学）
 
  
多少歴史的な経緯を辿るとすれば、本プロジェクトの発端は二〇〇一年
の共同研究 「ことばの復権
−こども向けメディアの創造」 という少なからず
無謀な試みである。これは日本文化学科および社会文化科学研究科日本研究での試みであったが、二〇〇二年末からはこれをさらに拡大発展させ、「 『伝承』に関する学際的研究」 （平成一四年度「研究に関する重点事業」助成）として、より広範な視野と研究領
域からのアプローチを試みる活動
となった。
 
 
この研究企画の究極の目的は、大学における研究を如何に社会へ還元す
ることができるかという実践的 課題の解明にあり、大学が抱える人文科学のあり方に何らかの示唆を得ることに 。 のようなアプローチは従来のどの専門分野にも見出すことが難しく、より広範な学問領域の真に「学際性」が求められる性格 ものであ 。
 
 
二〇〇二年度の時間的な制約のなかでは十分な議論や研究を展開するこ
とはできなかったが、幸い、研究課題としてある程度の見通しが得られたため、二〇〇三年度からこ 研究は社会文化科学（人文社会科学）研究科の「研究プロジェクト」として継続さ ことになった。
 
 
本研究は二つの柱をもっている。すなわち、学際的な共同研究と実践的
な試みである。
 
 
学際的な共同研究では、学内外の教員
･研究者に呼びかけて、 「伝承」を
キーワードにそれぞれの研究分野からの報告を中心に情報交換を行った。社会学、歴史学、民俗学などの領域では、 「オーラル
･ヒストリー」などと
して、音声による情報資料を基礎とするアプローチが新たな成果を蓄積しつつあり 文字記録偏重の研究方法では把握 きない領域の開拓が顕著であった。教育学では小中学校 おいて久しく以前からこどもたちに昔話などを語らせるという指導が実践され、その試み 単にことばや国語教育としての効果だけでなく こどもの自己啓発という側面でも有効であることも明らかなった。言語学の領域では、話者 極端に減少しているアイヌ語を復元する弁論大会、ラジオ講座な の
取り組みについて論じられた。ア
イヌ語の事例は世界の先住諸民族 言語状況にも関連して、共通の問題に貴重な示唆を与え も で る。また、 「伝承」というキーワード 文化財についても拡大適用しうる。史跡 建造物 み らず 有形・無形 文化財のなかには「伝承」 、 「伝承者」の問題があり、文化庁やユネスコでの企画政策なども本研究の関心の対象と
 
 
ところで、二十世紀の後半から人の社会はそれまでとは大きく異なった
変化をしてきたといえよう。さまざまな
科学技術の開発進歩は急速な勢い
で地球上のあらゆる世界に浸透し、各地 人々の生活に影響を及ぼしはじめた。また、ソヴィエト連邦の崩壊以降の世界的な政治的構造の劇的な変化、九
･一一事件以降の対立の先鋭化などによって、今や、わたしたちはま
すます地球規模で物事 考えなければならない状況におかれている。世界の各地で生じている多様な現象には共通する問題が少なくない。そして、
歴史的な流れのなかで想像してみるなら、世界各地の社会生活や文化はグローバリズムの大き うねりを被って、個々の社会に固有の、いわゆる伝統的な文化的特質は言語をはじめと 次第にそ 存在を危うくされているといって誤りでは かろう。戦乱のなかに生きている や人々にとって、世界的な大資本の進出・開発によって生活環境を脅かされている地域の人々にとって、多数者社会のなかで人生を切り拓い いかなけ ばならない少数民族、 少数先住民族にとって、 日常的な文化の営みそのものが 「伝承」の問題として深刻に懸念されていよう。今日の世界における歴史的な状況のなかで「伝承」を考える視点は大きな意味があると思う。
 
 
しかしながら、 「学際的研究」は一般的に難しい。本プロジェクトについ
ても、ある程度までの学問的成果を共有するという な段階には至っていない。それには、 お、地道な努力と時間が必要である。
 
 
本研究のもう一つの柱は
「子どもへの伝承の実践的試み」である。
 
それ
は 「ききみみ広場」 として 二〇〇三年十一月に発足した。 この事業の趣旨 、ことばを「語ること・聴くこと」を軸に多様な可能性を探ることにあった 特に、大学という場で しうることには、地域社会 どでの活動と多少違った特徴を付加できるはずである。地域で活躍している語り部、ストーリーテラーなどのほか、学内で 人類学、認知情報学、古代文学などを専門とする教員、各地から 留学生 手話、落語、邦楽などの 生サークル らの協力を仰いだ。幸いなことに、 「ききみみ広場」は多くの語り手 聴き手と 支えられて五年の長きにわたって続けることができた。その成果は、本報告書第二部の写真に映しだされている。
 
 
人文科学のなかでも、言語文化に深くコミットしている領域では次世代
への「伝承」を如何に実現するかという課題を今現在、真剣に検討する必要があると思う。歴史的、社会・経済的な状況の変化にしたがい、世代から世代への「伝承」には、当然のことながらさまざまな局面があり、取捨選択があることはいうまでもない。しか
しながら、これを時流に任せて等
閑視するなら、それ 偏狭な学問的利己主義 みられることにもなろう。大学という大人社会 次世代へ主体的 意識的に働き け こそ、なし得る社会還元の一環となりうる。大 と社会と 連携は科学・産業経済界だけに求められるべきでは い。両者のもっとも肝要な絆 「子ども世界」 、 次世代を担う人間の資質に在し、 そこ っとも枢要な基本 価値を見出すことこそ大学としての研究教育の役割であると考える
 
 
 
 
